






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































334　　早法 92 巻 3 号（2017）
や打ち壊し、仏教界の荒廃、時代の激動など人びとの生活に心を寄せた。
　③冬の寒さに凍えつつも独り座禅をする日々を重ねるような自分に厳し
く自己紀律で生きつつも、その反面で庶民や子供に対してやさしく、季節
の変化に敏感な、自然に溶け込むような細やかな詩情を湛えた作品を残し
た。修行面では厳格だったが、あふれ出る詩情や悲哀感なども示した。曹
洞禅の修行の実践と、人間味、詩情、雑念等が共存していた。
　④厳しい自己追及、自虐に至るまでの自己直視の人であったが、その反
面、型破りの天衣無縫ぶりをも示した。一事への集中が他において弛緩・
無関心をもたらしたと言えるが、まるでちがう二側面が共存していたとも
言える。
　⑤乞食に頼りつつ草庵での極貧生活を送り続けたが、その反面で草庵を
訪れる裕福な親友たちが運んでくれる、ないし各村の裕福な知人宅でかれ
らが出してくれる、酒肴やご馳走、お菓子をこよなく愛した。飢えていた
がゆえに食べる楽しみを大切にしたとも言えるが、隠者の暮らしに徹しき
ろうとするような肩肘張った生き方はしなかったとも言える。
　⑥すべてを自然の流れに任せる「騰騰任天眞」を体現し、それを生きた
が、他方では突如出奔するとか、突如越後に帰郷して定住するとか、故郷
に帰って住み始めた際、実家には頑として近づかなかった
（52）
とかと、こうと
決めればそれを断行する強い意志の人でもあった。またそうした悟境にあ
りながら、惚れ込んだ師（道元、国仙、大而宗龍
（53）
等）に激しい傾注を示すと
（52）　前掲注28・荒井魏『良寛の四季』103頁以下。
（53）　一説によれば、良寛は1785年、28際の時、亡くなった母の 3 回忌のため帰郷
し、その機会に現新潟県新発田市の紫雲寺村観音院の住職であった宗龍（当時68
歳）の（最後の）第33回目安居（ 5 月）に参加した。良寛がのちに貞心尼に語った
ところによれば、かれはこれを契機に宗龍の人徳に惚れ込み、「どうぞ一度相見い
たしたく思」うようになった。良寛は1787年30歳の時、単独で行脚を始め、その機
会に観音院でも修行し宗龍に面会しようとした。しかし宗龍はこの時にはすでに隠
居し、別所に籠もり面会謝絶となっていたため、良寛は意を決してある夜、高塀を
越えその別所に侵入し、置き手紙を手水鉢の上に置いた。それを読んだ宗龍は翌日
に良寛を招き、良寛に以後「勝手次第」での面会を許した。
その作品に見る良寛の生（笹倉）　　335
か、美貌の貞心尼に深く心を開くとかというように、特定のことには、覚
りを開いた後にも強い執着心を示しもした。
　これらそれぞれ、ことの一面とその反面が不思議な共存を見せている。
しかしこうしたことは、かれにとって深刻な矛盾、アンビバレンス、自己
分裂をもたらすものではけっしてなかった。かれの動き方の根底には、そ
れぞれの局面に徹する姿勢、夢中になる傾向、即物性、まっすぐな態度が
働いていたのであった。そしてものごとへの集中が、局面局面でかれの書
いたものに素直に反映されたのだ。かれはこうしたかたちで、多様な思い
を重ねつつ軽やかに生きた。そしてそれらを、根底においては、鍛え上げ
られた只管打坐・任運自在の身心が支えていた。
　かれはこの点で、近代人か前近代人かの問題を超えた、独特の自由人と
してあったのである。
